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ＳＰＯＤフォーラム２０２２
プログラム２６０３Ｂ

業務をつなぐ・広げる・デザインする
（若⼿職員対象）

【事前配布版】

当⽇⼿元に⽤意しておく物
プログラムでは、個⼈ワークごとに⼿書きの資料１枚を作成し、
グループワークではその資料をカメラに映して発表します。

そのため、以下２点を予めご準備ください。
（メモや下書き⽤もあると便利かと思います。）
① 紙

・Ａ４程度
・厚紙をオススメします。
・⾊紙を使う場合は、ペンの⾊も⼯夫してください。

② ペン
・太めをオススメします。（写真で使⽤したペンは3mm）

↑ 使⽤イメージ ↑

プログラムの概要
⼤学のあり⽅が変容するなか、「なぜこうならないの︖」とい

う疑問や「こうなったら良いのに︕」というアイデアは、業務を
創造するのにとても⼤切な出発点になります。

この出発点から⼀歩踏み出すには、業務のつながりや広がりを
理解し、周りの理解を得る働きかけが⼤事です。

このプログラムでは、新しく学部をつくる際の⽂部科学省への
⼿続きを事例として、【新学部の特⾊】を考えるプロセスを実体
験することで、アイデアを形にするアプローチを具体的にイメー
ジできるようになることを⽬標とします。（シラバス要約）
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プログラムの到達⽬標

１．⾃分のアイデアを実現するためのプロセス
をイメージできる。

２．ほかのひとや部局の業務と⾃分のアイデア
を関連づけて考えられる。

３．他者と協⼒・調整しながら、アイデアを
具体化できる。
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今⽇の流れ
１．なぜ新学部の特⾊づくり︖
２．つながり･広がりをどう⾒つける︖
Work 1（個⼈） ､2（グループ）
３．どんなスケジュールで考える︖
４．誰の視点で⾒た特⾊︖
Work 3（個⼈）､4（グループ）
５．まとめ 5

１. なぜ新学部の特⾊づくり︖
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 ⾃由な発想ができる

 質保証に資する型がある

 ひとりで実現できない

１. ⾃由な発想︓特⾊の事例
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（出典） ①https://shingakunet.com/gakko/SC000152/newfoundation/9001720327/

②https://shingakunet.com/gakko/SC000190/newfoundation/9001778497/
③https://shingakunet.com/gakko/SC000213/newfoundation/9001774917/
④https://shingakunet.com/gakko/SC000540/newfoundation/9001773938/

①

②

③

④

8（出典）中央教育審議会質保証システム部会 基礎資料（令和2年7⽉）

１. 質保証の型︓学部等設置の仕組み



養成する⼈材像

ディプロマポリシー

カリキュラムポリシー

アドミッションポリシー
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社会的な背景・情勢

１. 質保証の型︓学部等設置のロジック １. ひとりで実現できない︓書類作成の裏側
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（出典） ⼤学の設置等に係る提出
書類の作成の⼿引き
（令和5年度開設⽤）

２. つながり･広がりをどう⾒つける︖
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 なぜ、その特⾊を実現したい︖

 その特⾊が実現すると、どんな状況︖

 どんなところとつながりがある︖
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（出典）https://shingakunet.com/gakko/SC000562/gakubugakka/00000000000221643/

（⽴命館⼤学グローバル教養学部の特⾊）



２. 実現したい理由︓背景は︖
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問題意識

⾃分の経験

伝聞

２. 特⾊の実現︓どんな状況︖
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〇〇が△△に︕ ▽が△に。

□が〇に。
■が◆に︕

☆が★に︕

（個⼈ワーク）

こんな特⾊、考えてみた。Work 1︓

15 16

（グループワーク）

その特⾊、
こんなつながりがあります。

Work 2︓



３. どんなスケジュールで具体化する︖
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 どこがスケジュールの要所か︖

 参考になる事例はないか︖

 事例として残す

４. 誰の視点で⾒た特⾊︖
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 誰の視点で⾒ている︖

 設置届出のロジックの罠︖

 特⾊はキャッチーか︖︖

４. 視点︓誰の視点︖
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⾃分 理想像

問題意識

スケジュール

４. 視点︓キャッチー︖
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（出典） ①https://shingakunet.com/gakko/SC000152/newfoundation/9001720327/

②https://shingakunet.com/gakko/SC000190/newfoundation/9001778497/
③https://shingakunet.com/gakko/SC000213/newfoundation/9001774917/
④https://shingakunet.com/gakko/SC000540/newfoundation/9001773938/

①

②

③

④
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（個⼈ワーク）

これが、
特⾊のキャッチコピー︕

Work 3︓
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（グループワーク）

その特⾊、いいね︕Work 4︓

５. まとめ
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１．⾃分のアイデアを実現するためのプロセス
をイメージできる。

２．ほかのひとや部局の業務と⾃分のアイデア
を関連づけて考えられる。

３．他者と協⼒・調整しながら、アイデアを
具体化できる。

プログラムに関するご質問、ワークに対するフィード
バックのご要望などはメールでご連絡ください。

hashimot@st.ritsumei.ac.jp

最後までプログラムにご参加くださり、
ありがとうございました。


